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「ひだか子どもクリニック」ぴっぴまつりに参加しました 

  

特定非営利活動法人 

6月9日（土）、知多郡東浦町にある「ひだか子どもクリニック」10周年の
ぴっぴまつりに参加しました。 

ぷくぷくばるーんの活動が始まった同じ年（2008年）に開院され、それから
ずっと院長の日高啓量先生にはぷくぷくの理事として関わって頂いています。 

5周年のぴっぴまつりも参加しましたが、5年前より盛大で大勢のお子さんや
ご家族が楽しまれていました。 

2018年度理事会＆総会を開催しました 

７月８日（日）あいち小児保健医療総
合センターで開催された夏祭りに 

今年も参加させて頂きました。 

玄関を入るとすぐに大きな七夕飾り
があり、アトリウムにはステージが準
備されて、歌や踊りやマジック等の
プログラムが繰り広げられました。 

ぷくぷくばるーんは、やはりバルーン教室！ 

休む暇もないほどの大盛況、嬉しそうに犬や剣など、簡
単で楽しいバルーンを作っている子どもたちの笑顔がと
ても嬉しかったです。 

ぴっぴまつりが終わってから、近くの於大公園にておま
つりに関わったスタッフのバーベキュー大会でした。 

本当に多くの方々がこのおまつりに関わってみえ、地域
の多くの人に愛されるひだかこどもクリニックは、本当に
素晴らしいなあと思います。 （大竹） 

「あいち小児医療センター夏祭り」に参加しました。 

5月20日（日）、名古屋第一赤十字病院会議室にて、理事会と総会を開催しました。 

今年から新たに、第一日赤小児科第二副部長の濱先生が理事になってくださいました。 

今年はぷくぷくばるーんも10周年、新たな気持ちで活動しています。  （大竹） 

綿菓子や金魚すくいなどの屋台やボーリングや汽車など楽しい催しも盛り沢山で、
院内のあちらこちらで子どもたちの笑顔や楽しそうな笑い声が響き渡っていました。
日頃の活動とは違い、他のボランティア団体の方々の活動も拝見したり体験させ
て頂いたりしてとても貴重な体験となりました。 

たくさんの笑顔とたくさんの優しさに触れ、改めてぷくぷくの活動に自信と責任を
持って今後も続けていきたいと感じました。  （永田） 
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ハッピートークの大切さを伝え続けている、池崎晴美さんです。 

5月16日（水）、名古屋アイリスロータリークラブ様にて、
卓話をさせていただきました。 

アイリスロータリークラブ様は、小児がんの子どもたちの
支援をとても熱心にされており、名古屋小児がん基金に
も多くの支援をされています。 

卓話では、大勢の皆さんが熱心に大竹の話を聴いてく
ださいました。 （大竹） 

名古屋アイリスロータリー様にて、卓話をしました 

お互いに気持ちよく幸せになれる言葉を、みんなが使っていけば、 

何にも、誰に対しても優しい世の中になっていくと思います。 

少し言葉に意識を向けるだけで、日々の考え方も変わってきますね！ 

子どもたちが通う学校、大切な家庭、そして社会の中に、優しい言葉が
溢れますように！ 

ハッピートークの大切さを日々伝えている、池崎晴美さん。 

是非メルマガを読んでみてくださいね！ 

 

イオン ナゴヤドーム前店様 
イエローレシートキャンペーン贈呈式に出席しました  

2017年度下半期のイエローレシートキャンペーンも、大勢の皆さんから支援して頂
くことができました。 

今回も、コピー用紙やデータ保存用USB、活動で使用するペンなどの事務用品の
他、 除菌ティッシュなど、活動に必要なものを揃えました。 

イオンで毎月11日に行われるイエローレシートキャンペーンで、ぷくぷくばるーんを
応援して下さっている皆様、ありがとうございました。 （大竹） 



 みなさん、こんにちは。私はいま、アメリカのMissouri State Universityに留学しています。 

今年の６月から８月の上旬まで一時帰国中の期間を利用して、ぷくぷくばるーんの一員としてボランティア活動に参加を
させていただきました。 

ぷくぷくばるーんでは小児科に入院している子供たちとバルーンアートを楽しみながら、付き添いで来られた親御さんた
ちをも笑顔にするバルーンアートの可能性の大きさに驚きつつ、とても楽しくて有意義な時間を体験させてもらいました。 

 私がアメリカに留学をしている理由は、チャイルドライフスペシャリスト（以下CLS）になるためです。 

CLSの資格は日本では取得できず、アメリカやカナダなどで必須学位を取得する必要があります。現在日本では、約４２
人のCLSが日々子供達のため活躍しています。 

CLSとは、入院中の子供達の不安を軽減、手術前にどのような処置を受けるかなど、子供達が医療行為を理解して主体
的に受け入られるようにする職業です。 

 

 さて私は、９歳の時骨肉腫を発症しました。 

その後抗がん剤治療、放射線治療を受け手術を行いました。小学校６年生の時には退院が決まりましたが手術の予後
が悪く自分でのガーゼ交換が必要となりました。中学に入学後、傷口の洗浄で２週間の入院と言われ入院をしましたがう
まく傷口が閉じず中学生活３年間入院生活を体験しました。その間に１０回洗浄手術や背中から筋肉、神経、血管ごと移
植する24時間の手術など経験しました。 

 高校に入学後、感染が悪化し再入院しました。人工関節と自分の骨の接続部分が折れてしまい、切断を迫られ自分で
切断を選びました。発症から足の温存を希望していた自分にとって大きな決断でしたが切断後の生活は劇的に変わりで
きなかったことができるようになる喜びを感じました。言葉は悪いですが切断を決めて本当によかったと思いました。 

切断をした年に母親が他界し今でも入院生活などで自分を犠牲して看病をしてくれたストレスが原因かなと思うことがあ
ります。しかし、前に進むしかありません。 

 小学生の時、出会った医学生さんからCLSという職業を聞きました。そして将来の職業を決める際、そのことが忘れら
れず、CLSの道に進むと決め留学することにしました。しかし、留学前には肺への転移が見つかってしまい、幸いにも抗
がん剤治療はしなくて済んだのですが、１年間留学を見送りました。 

 

 今年、アメリカに留学して３年目となります。今年の5月に短大を卒業し、８月に４年制大学に移り残り２年、CLSに関し
て専門的な授業が始まります。 

昨年の夏からアメリカの病院でボランティアに参加させてもらっています。最初は自分がCLSにこんなにも惚れこむなん
て思いもしませんでしたが、それは全ての経験があるからこそだと思っています。 

CLSが小児科にいかに必要か身を以て経験した身として、日本でもっとCLSが認められ活躍できるようになることを願い、
日々勉強しています。 
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チャイルライフスペシャリストを目指し、アメリカの大学で勉強している、安井元規くんです 

患者だったからこそ、自分は未来がある 

安井 元規（アメリカ） 

 夏真っ盛りですね！危険な暑さといわれる日もあるように、体調管理をしっかりして夏を乗り切りましょう。 

さて、今回はぷくぷくになくてはならない「笑顔」についてのお話です。 

人間の脳は、暑くてイライラしている、か、怒りのイライラ、か実は区別できないそうです。28.4°C以上になると不要な 

口論が増加するという研究もあるのだとか。 

 脳は案外単純で、楽しいから笑顔になる、のではなく、笑顔を作ることで楽しいと感じるそうですよ。無理に笑わなくても
口角を上げるだけで笑顔と同じ効果が得られます。イギリスの研究者によると笑顔一回でチョコバー2000個分、日本円
に換算すると280万円もらったに相当する刺激が脳にあるのだとか。つまり脳内物質が分泌されて幸福感をもたらすとい
うのです。 

さらにはドーパミン、アドレナリン、コルチゾールなどストレスを減少させるホルモンを分泌させエンドルフィンのような幸
せホルモンを分泌し血圧を下げる働きもあり、健康にもいいと医学的にも証明されているのだそうです。 

 笑顔になることで楽しくなったり、前向きになれたり、ストレスがなくなったりするのは、このようなホルモンの働きがあっ
たのですね。あらためて、ぷくぷくサポーターのみなさまや、支えてくださっている方々の笑顔が思い出され、文章にしな
がら幸せな気持ちになれました。                      

                                                 （橋本） 

「笑顔のちから」 

次号（３９号）から、安井元規くんの
アメリカだよりが連載で届きます！
お楽しみに～～ 

【チャイルライフスペシャリスト協会】 
 

http://childlifespecialist.jp/ 



「ばるーんで遊ぼう！」毎月１回ぷくぷくが来るよ！ 

4 

 12月12日 
 １月９日 
 ２月13日 
 ３月13日 
名古屋第一日赤
です 

一緒に遊んだ子どもたち・ご家族（のべ人数）  

プレイルーム 子ども81名 / 大人71名    
ベッドサイド 15名  
個室他   2名   計98名（子ども）  
 
活動したボランティア  

12月～３月 

のべ44名（病院での活動のみ） 

使用したバルーン 

のべ815本（病院での活動のみ） 

  
  １２月２６日 
  １月２３日 
  ３月１日 
  ３月２７日 
名古屋掖済会病院    
  です 

１月13日 
３月１0日 
愛知医大病院
です 

  １２月２１日 
  ２月２２日 
名古屋大学附属 
病院です。 

たくさんのお友達とプレイ
ルームで一緒に作成！ 
楽しいですね♪ 

大量のネタとしゃり作り！！ 

ケーキ美味しいか
な？！つんつん 

箱に入りきらないくらい
の大量のお寿司！！ 

上手に作れたでしょ？！ 
とっても上手に作れました！ 
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  １２月２１日 
  １月１8日 
  ２月１5日 
  ３月１5日 
国立名古屋医療
センターです 

 １２月１日 
 １月１２日 
 ２月２日 
 ３月２日 
名鉄病院です 

 １２月１６日 
 1月20日 
 ２月１７日 
 ３月１0日 
あいち小児 
保健医療総合 
センターです 

名鉄病院         ・・・ 毎月第１金曜日 14：00～ 
名古屋第一赤十字病院   ・・・ 毎月第２火曜日 15：00～ 
国立名古屋医療センター    ・・・  毎月第３木曜日 15：00～ 
名古屋掖済会病院       ・・・ 毎月第４火曜日 13：30～ 
あいち小児保健医療総合センター・・・ 毎月第３土曜日 10：30～ 
名古屋大学附属病院     ・・・ 隔月第４木曜日 14：00～ 
愛知医大附属病院     ・・・  隔月第2土曜日 10：30～ 

普段見たことのない三味線! 
初めての体験でした♪ 

ケーキのお花ができちゃった♪ 

美味しそうなお寿司が出来上がり
ました♪ 
たくさん召し上がれ！ 



２０１８年 

１１/11（日） 
13：00～17：00 

 

名古屋 
第一赤十字病院 
内ケ島講堂 

小学生以上 
５００円 
未就学児・無料 

（東棟２階） 

年の 

「設立１０周年記念イベント」 

10年間の感謝を込めて、記念イベントを開催します。 

今回は、小児がんの子どもたちの多方面からの支援を、 

来場者のみなさんと一緒に考えるイベントです。 

ぷくぷく副理事長、松本公一先生の基調講演や、 

医療、教育、患者家族を交えてのディスカッションは 

「小児がん患者の長期フォローアップ」について。    

最新の情報や課題がわかります。 

また、感動のノンフィクション映画「Given～いま、ここ、にある しあわせ」も上映します。 

是非、10年間のぷくぷくばるーんの活動を御覧ください。 

【お問合せ先】 ぷくぷくばるーん pukupuku@pupu-b.jp 

【基調講演】      松本公一先生   国立成育医療研究センター 小児がんセンター長 

 

【ディスカッション】   松本公一先生  国立成育医療研究センター 小児がんセンター長 

              前田尚子先生   国立名古屋医療センター  小児科医長 

              土屋眞二さん  名古屋市教育委員会 教職課程管理主事  

              西原正子さん  元患者家族                     

                                                （ファシリテーター/大竹由美子） 
 

【ブース出店】   スイートデコ / いしこゆかさん（ラブデコ）、  ハンドマッサージ / ハピコミクラブ  

            バルーン教室 / ぷくぷくばるーん  

            その他、１０年間にイベント参加してくださった方々の、紹介ブース多数！ 

            ※大人がイベントに参加している間、各ブースで遊べます。 

 

【ミニコンサート】  三味線コンサート / 角掛けいこさん 

 

             ♪ 只今、ぷくぷくばるーんの活動紹介映像製作中！ お楽しみに！ ♪          
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元気と勇気が湧いてくる文章を書き続けてくれた西原さん。 
10年間ありがとうございました！ 

はちきんとは・・・ 

土佐の、サバサバとした元気の
良い女性のことです。 

4・５・６・７月はこれつくりました！ 
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      はちきん便り  28  （完）                    西原 正子 

７月 あさがお 
 
派手な作品ではないですが、
涼しげで病棟が夏らしくなり
ます。 

４月 桜 
 
今年はちょっと桜の開花が
早かったですが。。。 
病棟の中は、４月中満開に
なっていました！ 

５月 こいのぼり 
 
昨年から、鯉のぼりの口の
部分の作り方を変えて、と
ても簡単にバージョンアッ
プしました！ 
お父さん、お母さん、子ど
もこいのぼりが楽しそう
です♪ 

６月 傘とかたつむり 
 
傘にちょこんっと 
かたつむりが乗って、 
とてもかわいい作品で
す。見た目より簡単で、
毎年大人気です。 

ぷくぷくばるーん関係者の皆さま。設立１０周年おめでとうございます。心よりお喜び申し上げます。  

高知県の気風のいい女性を讃える「はちきん」を初めて聞いたときの響き、その心地よさが楽しくて、これは酒豪の代名
詞やで！とよく友に話していました。酒豪という面で私は「はちきん」。頑固で潔い豪傑な娘もこれまた「はちきん」だなと
思い、書き始めたのがこの「はちきん便り」です。かれこれ１０年も経ってしまいました。 

  

「障がいはさ。 

大変だねとか、しんどいねって周りの人は思っているかもしれないけど、 

そんなんじゃない。 

障がいは、面倒なんだよね。 

健常者が一回で楽々済むところを必ず誰かの手を借りなきゃいけなかったりするし、 

私なんか息するのにも、ボンベがいるしさ。もっと簡単にできないものかな～って思う。」 

 こりゃ名言だね！と言って娘と二人で笑いました。 

そうか、障がいは面倒なのか。 

当事者にしかわからない気持ちをさらっと言い表して周りを和ます娘は 

やっぱり「はちきん」です。下戸で良かったよ…と胸をなで下ろしています。 

 最後になりましたが、「はちきん便り」は１０年という節目を持ちまして一旦締めさせていただくことになりました。拙い文

にお付き合いいただきましたこと、厚くお礼申し上げます。ぜひいつか高知県の雄大な自然、田舎の原風景、農産物、そ
して新鮮な魚の味を体験しに来てください。自称・観光待使として心よりお待ちしております  

西原さんは、11月の
10周年イベントに登
壇して下さいます。 
直接お会いできま
すよ～ 

いつも名古屋第一赤十字病院で、「ぷくぷくお兄ちゃん」として子どもたちと 

遊んでくれる、遠津直樹さん。 

元小児がん患者さん代表で、中日ドラゴンズの始球式で投げました！ 

動画は、こちらもドキドキするほど緊張が伝わってきます。でも、無事大役を 

果たすことができて、本当に良かったですね。 

この始球式の遠津くんから勇気をもらった人は、大勢いると思います！ 

    

    始球式の様子動画  (You Tube） 
    https://www.youtube.com/watch?v=__znjGFFJrI&feature=youtu.be 



毎月第3日曜日の11時から、「名古屋市市民活動センター」で来月の内容の作品を練習したり、 
子ども達と関わり方の勉強をしています。 
病院の子どもたちと一緒に楽しい時間を過ごすため、みんな真剣に取り組んでいます。 

               

4/15、5/20、6/17、7/15 
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●最初「風船怖いー」と言っていた子が、「一緒にやってみようか」と誘ったら、「一緒にならやってみたい」 
 と言って怖がらずに遊んでくれた。 
●個室の子が、あまり喋ったり手を動かしたりできなかったので、どうしたらよいか、少し悩んだ。でも、 
 お母さんと一緒にやってもらった。 
●お母さんと一緒に作っていた子が、お母さんがやっている間少し暇そうになる場面があったので、そこは 
 どうしたらよいか考えて、次は声がけしてみたい。 
●赤ちゃんが風船をなめてしまったので、赤ちゃんの場合はお母さんに先に注意を伝えておくべきだった。 
●お父さんと子どもが一緒に作っていたので、自分は見守る感じだったが、とても楽しかった。 
●一緒に遊んだ男の子が、出来上がったものをお父さんに嬉しそうに見せにいっていたので、嬉しかった。 
●風船に空気をいれるとき、子どもだけでは難しいことが多いので、もっとスムーズにサポートしたい。 
●自分が作り方をわかっていないと、教えるのがより大変になってしまうので、私自身ももっとボランティア  
 に参加することで、技術も話術も磨いていきたい。 
●怖いといいながらも楽しそうにしていた姿が、とても嬉しかった。 
●個室の女の子が、起き上がれずも意欲的に手を伸ばしてくれ、楽しんでくれた。その様子をお母さんが 
 とても喜んでくださり、いい時間を一緒に過ごさせてもらえて、感激した。 

ぷくぷくヴォイス ～ボランティアの声 

 私たち、こんなこと感じながら活動してます 

   

 楽しいボランティアから責任ある社会人の意識へ            淑徳大学４年  杉浦陽 

 

  私は大学２年時からぷくぷくバルーンの活動に参加させて頂いています。 

授業のない週末などを利用して楽しくボランティアをしています。 

大学では医療の勉強をしており、今年の2月に国家試験を終えました。 

活動を始めた当初は知識も、医療職として働く覚悟も薄く、ただただ楽しい時間の共有ができたらよいと思っており、特に
緊張感を感じず充実した活動ができていたと思います。 

しかし現在、学外実習や国家試験を終え、ドキドキ感やわくわく感の共有だけではいけないこと、楽しいだけでなく結果が
求められることなど、有資格者としての使命感が身につき、臨床の恐さ、プレッシャーを感じながらの活動になってしまい
素直に楽しむことができていません。活動当日の朝も、見えないプレッシャーを感じ、行くのをためらってしまっていたので
すが、行ったことでたくさん得たものあります。大学の後輩や他の学校で学ぶ学生との会話から刺激をもらったり、活動に
参加してくれた子供たちから元気をもらいました。 

また、ここで働きたいという気持ちも一層強くなりました。それと同時に、いまの自分では子供たちの将来を預かる責任は
とても負えないと感じ、実力不足を痛感しました。 

活動中はバルーンの先輩スタッフ、保育士さん、看護師さんなどの声掛けなど、すごいと思うことばかりです。ここでしか
できない貴重な経験があります。みなさんも一歩足を前に踏み出し、ぷくぷくに参加してみてください。最後に、活動を支
えてくれるスタッフの皆さま、病院に勤めていらっしゃる職員の皆さま、活動に参加してくれるお子さまとご家族さま、この
活動の機会を作っていただいているすべての人に感謝したいと思います。 

何事にも一生懸命な
陽くん、頑張れ！ 
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ぷくぷくばるーんの活動にご協力ください 

１・ ホスピタルサポーター（ボランティア）として 活動に参加！ 

小児病棟に入院する子ども達へ、私たちと一緒に楽しい時間と笑顔を届けましょう。 

バルーンを作るのも、ボランティア活動も初めて！という方も大歓迎。 詳細はＨＰをご覧ください  

                                                                 http://pupu-b.jp 

 

４・ぷくぷくサポーター（賛助会員）またはご寄附による資金の支援で活動を見守る！ 

 活動資金を提供してくださることで、安定した活動ができるようになります。 

 ※主に、ボランティア交通費、バルーンなどの材料費、イベントの謝礼など  

●ぷくぷくサポーター 

（賛助会員） 

●ご寄附 上限・下限はございません。 ぷくぷくつうしんをお届けします。 

個人  3000円 （一口）   

法人 10000円 （一口）  

              

【入金方法】 ①ホームページから（クレジットカード） ①銀行振込 （三菱東京ＵＦＪ銀行、ゆうちょ銀行） ②かざして募金 

       

      三菱UFJ銀行 金山支店 普0008327 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん 理事長 加藤剛二 

      ゆうちょ銀行     ・00870-5-182196 特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん  

                                              ・店名二一八 店番218 普5587525  特定非営利活動法人ぷくぷくばるーん                  

みなさん、 

ご協力よろしく 

お願いします！！ 

２・小児病棟でイベント企画をする！ 「コラボイベント」「お母さんスマイルプロジェクト」 

コンサート、読み聞かせ、マッサージなど、子ども向け、お母さん向けのイベントを開催してください。 

３・思春期の子どもたちに部活動的関わりをする！ 「forティーンズプロジェクト」 
ギターを教える、歌を教える、イラスト教室をする。。。 

など中学生以上の子どもたちが楽しみにできる事を提供してください。 

ホームページから
簡単に入金できる
ようになりました！ 

運営スタッフ 
つれづれ日記 

 残暑お見舞い申し上げます。この異常な暑さの中、みなさんいかがお過ごしでしょうか？ 

今年は猛暑だけでなく、7月5日から降り続いた豪雨により全国各地で甚大な被害が発生し、その被
害が落ち着く間もなく迷走台風が東から西へと移動していきました。 

被害に遭われた方々には心からお見舞い申し上げます。 

 そんな中、被害に合われた方々の手助けをするために、たくさんの災害ボランティアが駆けつけて
みえますね。 

「以前、被災した時にボランティアさんに助けてもらったから、恩返しではないですが少しでもお手伝
いできることがあればと思い駆けつけました！」と東北の男性が話している映像を見ました。また、
被災したお年寄りの方が「ボランティアさんが助けてくれなかったらこんなに早く片付けれなかった」
と大変喜んでいらっしゃいました。猛暑の中汗だくになって活動されるボランティアの方々には心打
たれるものがありました。 

人に支えられ、人を支えることがボランティアの基本です。 

 私たちぷくぷくの活動も10年を迎え、いろんな方々に支え助けられここまで来ることができました。
本当に感謝の気持ちでいっぱいです。これからも、私たちの活動が病院の子供たちや、子供たちの
ご家族の皆様に少しでも笑顔や癒やしの時間を届けることができればと思います。 

今後もボランティアの基本を忘れず、病院の子供たちやご家族のみなさまの笑顔のために私たち 

ぷくぷくは頑張っていきたいと思っています！                 

                                                    （祖父江） 
  

ボランティアの想い。。。 

ボランティア募集チラシができました。 

現在、愛知県、岐阜県のいくつかの大学
に掲示して頂いています。 

チラシを置いてくださる学校、施設など、
募集中です！ 

 

 



次回の 
ぷくぷくつうしんＶｏｌ.39冬号は 
２０１8年12月中旬発送予定です。 
乞うご期待！！ 
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〒453-0041 
名古屋市中村区本陣通5-6-1 
   地域資源長屋なかむら 

  ＴＥＬ:  090-5105-4823 
  E-mail: pukupuku@pupu-b.jp 
    URL :  http://pupu-b.jp// 

●ゆうちょ 
 ・00870-5-182196 
 ・店名二一八 店番218 
  普5587525 
   （Ｎ）ぷくぷくばるーん 
●三菱東京ＵＦＪ銀行 金山支店 
    普 0008327 
  （Ｎ）ぷくぷくばるーん 
   理事長 加藤剛二 
 
 

 ３日（金） ・・・ 名鉄病院 
１４日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１８日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１９日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           つうしん発行作業 
           運営ミーティング 
２３日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２３日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
２８日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
 

＜４月＞ 

 ７日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ８日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１１日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１６日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２０日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２５日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
 

＜11月＞ 

 ５日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ９日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１８日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２０日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２１日（日） ・・・ 全体ミーティング 
           ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２３日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
２５日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 

＜６月＞ 

＜５月＞ 

寄付も会員も 
ボランティアも
募集してます 

編集委員 大竹由美子、永田あおい    

ライター  大竹由美子、祖父江薫、橋本ゆかり、 西山貴洋、 

       永田あおい、西原正子 

校正    日下部恵美 

 

＜７月＞ 

 ２日（金） ・・・ 名鉄病院 
１１日（日） ・・・ １０周年記念イベント 
１３日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１７日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１７日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１８日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２７日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 

＜８月＞ 

＜９月＞ 

＜10月＞ 

みなさん今年の夏の暑さに負けていませんか？ 

私が10歳の頃 1989年の7月、8月の気温から5度程上がっていました。驚きですよね！ 

夏バテの原因には、栄養不足、食欲減退、睡眠不足、冷たい飲み物や甘い飲み物の摂り
過ぎ、運動不足などなど 色々な原因があるそうです。 

1つでも減るように心掛け、残りの夏を乗り越えたいですね。 

さてさて、11月11日に10年分のありがとうを込めて ぷくぷく10周年イベントが開催されま
す。生きる力を貰える映画『ギブン』の上映、10年間のぷくぷくの歩み、専門家によるディス
カッションなどなど色々な 内容がめじろ押し！是非、参加応援してください。 

                                             西山 貴洋 

  

 ６日（金） ・・・ 名鉄病院 
１０日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１５日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           つうしん発行作業 
           運営ミーティング 
１９日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２１日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２４日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
２６日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 
 

 ８日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１１日（金） ・・・ 名鉄病院 
１２日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１７日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
１９日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２０日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２２日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
 

 １日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ９日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
１２日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１７日（日） ・・・ 全体ミーティング 
           ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
２１日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２６日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
２８日（木） ・・・ 名古屋大学附属病院 

 ６日（金） ・・・ 名鉄病院 
 ８日（日） ・・・ あいち小児医療センター 
           夏祭り 
１０日（火） ・・・ 名古屋第一赤十字病院 
１４日（土） ・・・ 愛知医大病院 
１５日（日） ・・・ ボランティア講習会 
           運営ミーティング 
１９日（木） ・・・ 国立名古屋医療センター 
２１日（土） ・・・ あいち小児医療センター 
２４日（火） ・・・ 名古屋掖済会病院 
２８日（土） ・・・ 北部地域療育センター夏祭り 
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